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地球資源探査の可能性を求めてLandsat(l1ヨ称ERTS)

が打ち上げられてから早くも8年が経過した.この間

実験技術衛星としての性格カミ強かったしandsat衛星の広

域画像デ]タ評価が各利用分野で進められ次第に実用

的な面からの検討に進みつつある.この実用化レベノレ

は地域対象目的によって広範である.Landsatデ｣

タとその利用システムが人類社会にもたらした最大の寄

与は限定された人間活動空間としての地球の認識と

言えるかも知れない.こうした精神面での影響ととも

にわれわれの日常生活を維持して行く上でのさし迫った

問題を解決する手段として宇宙空間からのリモｰトセ

ンシングにかけられる期待が強まっている.狭義の資

源一地下資源分野においても全く同様で調査･探査シ

ステムの中で衛星デｰタの果し得る役割が認識されると

ともにさらに実用的祖センサ仕様をもつ衛星打上げが

先進各国で計画されている.わが国でも通産省によ

る資源衛星計画科学技術庁による陸域観測衛星計画が

実用的な面からつめられている､地質･地下資源分野

における人工衛星デｰタの利用は第二世代に入ったとい

うことができよう.

リモ]トセンシングデｰタを利用する立場にあるわれ

われにとって重要注ことは利用技術の質的変換をはかる

ことである.われわれは夫々の地域の地質理解を通じ

て問題の解明を目指すという基本的特徴をもっている.

本来対象となるべき地域は地球規模であるべきはず柱の

にわれわれの地質リモ｣トセンシングに対する発想は

ともすれば日本列島に限定されがちである.このこと

はリモｰトセンシング利用技術に占めるソフト技術の質

的飛躍を期す上で大き恋ネックになっているといえる.

リモｰトセンシングセンサ技術の当面の技術目標は

地表面情報の高精度化かつ多面的把握に置かれている.

これは地質情報を反映した地形パタｰンのより細部の把

握と電磁波長領域における地表面物質の反射･放射分

光特性のより多面的た把握が主であることを意味してい

る.

地形バタｰンから地質構造上の特徴を解析し評価して

行く技術がわが国でもかなりの技術ポテンシアルを有す

るのは造山帯上に位置する日本列島弧の地質構造特徴

カミ良いモデルフィｰノレドを提供していることと密接な関

連がある.ところが地表面物質の分光特性についての

多面的な情報を解析し評価する能力はきわめて貧弱なの

が現状である.このことはわれわれの場に姑する発想

の限定からきていることも事実である･

地質リモｰトセンシングというソフト技術体系を考え

るとこれは大きな弱点といえる.こうした体系はシス

テム化されて初めて強力柱効果を果し得るものであって

主要なコンポｰネントソフト技術である分光特性による

物質理解を欠いた体系のシステム化は考えられない.

地殻表面は気水圏の影響で風化変質を蒙っているが

こうした新鮮でない地殻構成物質の広域理解は波長域

2.5ミクロンまでの近赤外域を利用することで現実に進

められている.構成物質組成のリモｰトセンシングに

もっとも厳密租解答を迫られている分野は惑星科学分

野である.まだまだ研究余地の多い分光特性による物

質理解のアプロｰチにおいて研究テｰマとして地球物

質のリモｰ'トセンシングを最終目標に据えることは賢明

ではない.むしろそれは惑星科学の中の現実的成果と

して結実するものであろう.現実的にはやや高踏的な

響きをもつ惑星の資源としての認識もこうした観点から

は今目的テｰマとして十分意義あるものとみなせよう.

地質調査所において地質リモｰトセンシングに関心を

もっている若い研究者が中心となり集まって雑談をし

ているうちに本特集のアイデアが固まった･もっとも

地熱分野ではさし迫ったプロジェクトとも関連しており

十分アイデアが練られた特集とはいいがたい.物質組

成のリモ』トセンシングにおいて実績のないわれわれは

まずこの分野で先駆的役割を果しだしY0Nの研究を分析

することによって具体的な研究への足がかりを考える

ことにしその内容を紹介することにした.Landsat

画像デ]タにみられる環状地形構造の評価研究は地熱資

源賦存からこれまで調査がなされてきたので具体的にと

りまとめてみた.
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